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ੜͤ͞Δに࠶にίφϥ林を࠾ίφϥ林のെྸߴ
ʙ ίφϥの࣮ੜີをߴΊɺͦ のੜҭをଅਐ͢Δख๏ ʙ

2

研究
情報

　ཬࢁίφϥ林ɺ͔ ͭͯΛͱΔͨΊʹར༻͞Εɺ��ੜఔͰͷെ࠾ͱ͔גΒͷ࠶ੜͰҡ࣋͞
Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ೩ྉֵ໋ޙ์ஔ͞Εྸߴ林Խ͠·͕ͨ͠ɺۙ ɺίφϥ材ͷར༻Λతͱͨ͠െ࠶͕࠾ͼ
ΜʹߦΘΕΔΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ͠ ͔͠ɺെ࠾͕質林Խ͢Δྫࣄ͋ͬͨͨΊߴɺ ྸίφϥ林ͷെ࠾
ʹίφϥ林Λ࠶ੜͤ͞Δख๏Λ։ൃ͠·ͨ͠ɻ

ɹ̍͡Ίに
　ཬ山コφラ林の多くは50年生以上のྸߴ林です。ͦ
のएฦりと、コφラ材の׆用をతとして、コφラ林のെ
地の多࠾が県部を中৺に行われています。െ࠾
くは自વ力による࠶生にΏだͶられていますがߴ、 ྸ化
によるコφラגからの๖ժの࠶生力の低Լと、ͦ れに
͏ଞथ種やααのൟໜによる低質林化がݒ念されて
います。ͦ こで、コφラ林࠶生のՄ能性をߴめるための
െ࠾・育林ख法についてݕ౼しました。

ɹ̎െ࠾に͓͚Δίφϥのੜҭ࣮ଶ
　立地のҟなるെ࠾地30Օ所でௐࠪしました。െ࠾
林ྸが�0年生になると、コφラのגからの࠶生（๖ժ）
率は30�にとͲまりました。െ࠾から5年後のコφラの本
ີ度は、ݎՌから発生した࣮生がגから࠶生した
๖ժを上回 てͬいました。コφラ࣮生が༏だ たͬのは、
െ࠾後の࣮生ີ度が く、ααがൟໜしていないՕߴ
所でした。このことから、コφラ林࠶生のためには、コφラ
の࣮生ີ度をߴめる施業や、刈いによるααなͲのڝ
合২生（写真1）の੍ޚが必要であることがわかりました。

ɹ̏ίφϥの࣮ੜີをߴΊΔख๏
　െ࠾地の࣮生ີ度をߴめるためには、ᶃെ࠾લの
林内で刈いを行い、࣮ 生の生ଘ年をԆし、ີ 度を

めた͏͑ߴ でെ
、する方法と࠾
ᶄݎՌの๛࡞
にいߴ ີ 度
に࣮生が発生
する年にあわせ
てെ ࠾ する方
法（写真2）があ
ります。

ɹ̐ίφϥ࣮ੜのੜҭをଅਐ͢Δख๏
　െ࠾後の࣮生ີ度がߴくても、Կも施業しないと
ααなͲに෴われてしまい࣮生は生育できません。െ
刈ߴ後2年間程度のコφラ࣮生の成にあわせた࠾
り（写真3）は、ল力తかつ༗ޮな施業です。

�ɹ͓ΘΓに
　コφラ林を࠶生させるためには、െ࣌࠾にെりす木の
थ種や本ີ度、െ࠾のقઅ、コφラ以外の育成थ種、
๖ժの刈い方法なͲにもླཱྀ 意があります。成Ռは「ߴ
ྸコφラ林のെ࠾地にコφラ林を࠶生させるには」とし
て発行しましたのでご׆用いただ͚れいです。

（IUUQT���UB⒎SD�QSFG�UPZBNB�KQ�OTHD�TIJOSJO�にࡌܝ）

写真1　ααԽしͨ ίφϥ林െ࠾

写真̎　๛࡞に͋Θͤͨെ࠾Ͱີߴに
　　　　発ੜし࣮ͨੜ

写真3　െ͔࠾Β1の30cmͰのמߴΓલのঢ়گ

αα༿

ίφϥ࣮ੜ

�0ᶲͰמߴΓ�0ᶲͰמߴΓ
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木材研究所木質ߏ課　෭ओװ研究һ　ࣲ　　

木に͓͚Δݝ産スΪ材のར用技術の։ൃ
ʙ 木ࢁ࣏μϜの։ൃとݱͰのݧࢼ施工 ʙ

研究
情報

　木Ͱͷ木材ར༻ͷ֦େΛૂͬͯɺ௨ৗίンΫϦʕτͰΒΕΔࢁ࣏μϜʹରͯ͠ɺݝ産εΪ材
ʢ��DN֯ɺ長͞�Nͷਖ਼֯材ʣΛҪܻঢ়ʹΜͰ部ʹੴΛ٧Ίͯߏ͢Δ木製μϜΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ
͞Βʹɺ࣮ ༻Խʹ͚ͯઃࢪܭͷϊϋΛੵ͢ΔͨΊʹɺݝ�Օ所Ͱ木製μϜͷࢪݧࢼΛ͍ߦ·
ͨ͠ɻ

ɹ̍͡Ίに
　木材研究所では、木分にお͚るコンクリʕトや߯
材を用いたߏ物にସわ てͬ県産スΪ材をར用するた
めの技術開発に取り組んでおり、山ෲࣼ面のઇ่や、ւ
。物をこれまで開発しましたߏ山用࣏のை෩を͙؛
さらにࡏݱは木ダϜの開発にも取り組みを֦͛、ࡢ年
度からはݱ場での試験施工も行 てͬいます。

ɹ̎木μϜのߏ
木ダϜのج本設ܭならびにߏࢉܭを行ͬたの

ち、木ダϜϢχット（ダϜのஅ面形状をͦのままに水
ฏ方向の෯2NのϞデル）を研究所ෑ地内で試࡞しま
した（写真1）。県産スΪ材（15DN֯、さ2Nのਖ਼֯
材）を部材としてར用し、工場においてࡋஅやあ͚
なͲのプレΧット加工したのち、部材を1ܘ�NNのమ

（ҟ形߯）に通しながらಉϢχットを組み立てたとこ
ろ、良好な࡞業性が֬ೝできました。

ɹ̏ݧࢼ施工の֓ཁ
　県農林振興センターのڠ力のもと、࣮ 用化に向͚た
試験施工を、ࡢ年度はණݟ市খ地内で、今年度はڕ
市౦地内で࣮施しています。
　ණݟの施工では、طଘのコンクリートダϜのԼྲྀଆ

のૅج部分にお͚るચ۷（࠭ྲྀ出）を͙ことをత
とする෭ダϜとしてಋ入しました（写真2）。
において木ダϜを上ྲྀܢഇߥ、での施工ではڕ　
Լྲྀに2جஔして、ܢচのޯを؇くすることでྲྀܢ
を҆定させることをతとしました（写真3）。

ɹ̐木μϜのઃஔཁ݅
　試験施工では、ੴྲྀの発生がগないྲྀܢでߴ、
さは3N程度以Լとすることを木ダϜの設ஔ要݅と
しました。また、木材部材のٺを੍するため、常に
ྲྀ水のある場所をબびました。コンクリートの場合と
ൺֱしてみたところ、施工コストはಉ程度であり、施工
期間はେ෯に縮できることが分かりました。

写真1　ڀݚॴに͓ Δ͚μϜの࡞ࢼঢ়گ
ࢪͰ࣮ۀ࡞ΘͣखΛػのͨΊॏ࡞ࢼ˞

写真2　ණݟ市খに͓ Δ͚μϜࢪ中の様子

写真3　ڕ市౦に͓ Δ͚μϜࢪ中の様子
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　本県のチューリップ球根は、安価な輸入球根との厳しい販売競争が強いられており、産地
維持のためにはオリジナル品種による差別化が求められています。本研究では新規性の高
い花型を目標に、花びらの先端が尖ったユリ咲きのなかでもさらに花びらが細長い、これまで
にない特徴的な形状のユリ咲き新品種「紅つるぎ」「黄つるぎ」を育成しました。
　平成８年に交配し、平成14年の初開花時に選抜されて以降、増殖と特性検定試験を繰り
返し、令和元年に品種登録を出願しました。品種名は、最大の特長である「鋭い花びらの形
状」が剱岳を連想させ、富山生まれをアピールできることから選考されました。本年オランダ王
国で開催された「2022年アルメーレ国際園芸博覧会」のコンテスト（球根類部門）では、県育
成チューリップ「乙女のドレス」の金賞とともに、「黄つるぎ」が銅賞を受賞し、国際的に高い評
価を受けました。

新たな時代ニーズに対応できるチューリップの新品種育成～「紅つるぎ」「黄つるぎ」の育成～
園芸研究所花き課 副主幹研究員　西村　麻実

　木材に対する消費者嗜好は急激に変化・多様化しており、今後の消費ニーズを把握す
るためには、世代や性別ごとにどの様な木材の特性を好み、求めているのかを明らかとす
ることが重要です。そこで、県内里山の樹種の中から新たに活用が期待できる樹種を把
握することを目的として、富山県産木材からカラーサンプルを作製し、世代別の木材の色
味・表面意匠に対する嗜好性のアンケート調査を行いました。　
　その結果、若年層（高校生、小学生）は明度の高いブナやスギ白太を、成人が好んでい
る茶褐色系のケヤキと同等に好んでいることが示唆され、世代によって木材の色味に対し
ての嗜好に差があることがわかりました。木材の色度を指標として利用し、木材の色味や
風合いを重視した内装部材やフローリングなどの製品開発や、若年層が好む木材の明る
い色調・色味を活かした木育教材・玩具開発に活用したいと考えます。

富山県産広葉樹・針葉樹材の色味に対する嗜好性について－若年層が好む木の色とは－
木材研究所木質製品課　主任研究員　桐山　哲

　令和４年度富山県農林水産総合技術センター研究成果発表会
を11月８日に富山県民会館（富山市）において開催しました。
　本年度は、「持続可能なとやまの農林水産業を目指して」をテー
マに、園芸研究所、木材研究所、農業研究所、水産研究所及び食品
研究所が主要成果の発表を行いました。また、全ての研究所（セン
ター）がポスターと展示物による研究紹介を行いました。本紙で
は、口頭発表した５課題について、その概要をご紹介します。

令和４年度富山県農林水産総合技術センター
研究成果発表会を開催

ポスター発表の様子

トピックス

紅つるぎ（上）
黄つるぎ（下）

県産広葉樹製パネル
（カラーサンプルⅡ）

課 題 名

発表者

課 題 名

発表者
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マに、園芸研究所、木材研究所、農業研究所、水産研究所及び食品
研究所が主要成果の発表を行いました。また、全ての研究所（セン
ター）がポスターと展示物による研究紹介を行いました。本紙で
は、口頭発表した５課題について、その概要をご紹介します。

令和４年度富山県農林水産総合技術センター
研究成果発表会を開催

ポスター発表の様子

トピックス

紅つるぎ（上）
黄つるぎ（下）

県産広葉樹製パネル
（カラーサンプルⅡ）

課 題 名

発表者

課 題 名

発表者
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　水産研究所では、ノドグロ（アカムツ）栽培漁業の事業化に向けた種苗生産技術の開発に取り組んでいます
が、放流サイズになるまでの飼育期間が他の栽培漁業対象種と比較して非常に長く、育成期間の短縮が課題と
なっています。本研究では、種苗生産の効率化を図るため、水温別試験により仔稚魚の飼育適水温を明らかに
し、その成果を用いた種苗生産試験を行いました。
　13、16、19、22、25℃の水温で仔魚（9.5㎜）と稚魚（23.5㎜）を15日間飼
育した結果、仔魚稚魚ともに22と25℃の高い水温において成長が速い傾
向がみられました。この成果を種苗生産に応用し、飼育水を加温して飼育
したところ、仔稚魚の成長が促進され、従来よりも飼育期間を約2箇月短
縮することに成功しました。本結果は、今後の種苗生産の経費と労力の削
減につながります。

　近年、健康志向の高まりから一般の加工食品においても健康機能を付与した製品が売り上げを伸ばしていま
す。また、地域の伝統食品や自然産物等から分離された有用微生物を地域の生産物の加工に利用した食品が
注目されています。そこで、本県の地域資源からギャバ（γ-アミノ酪酸）を生産する乳酸菌を探索し、富山県オリジ
ナルの特色ある新たな健康機能性発酵食品の開発を試みました。
　本県の伝統食品やチューリップなどの植物から分離した乳酸菌のうち、最
もギャバ生産能が高かったのは、「かぶらずし」から分離した乳酸菌でした。こ
の乳酸菌から乾燥菌体スターターを開発し県産野菜や富富富の加工食品
に用いたところ、これらの加工食品には生理機能の発現に十分な量のギャバ
を含有していました。今回開発した加工品は、乾燥スターターを用いることに
より、市販調理器具で容易に製造することができることから、食品加工業界や
六次産業において幅広く利用されることを期待します。

オリジナル乳酸菌を利用した機能性発酵食品の開発
食品研究所食品加工課　副主幹研究員　寺島　晃也

富富富を用いたヨ―グルト様食品
（富富富ヨーグルト）

ノドグロ種苗生産における飼育適水温
水産研究所栽培・深層水課　主任研究員　福西　悠一

加温区、自然水温区、低水温区の成長の推移
（種苗生産試験）

タマネギ産地におけるAIを活用した新しい病害管理の提案
農業研究所病理昆虫課　主任研究員　三室　元気

予測アプリに表示される
予測結果

　タマネギべと病は一旦発生すると防除が困難な病害であり、県内産地では一律的な薬剤
防除が行われています。発病リスクに応じた防除の省力化・環境負荷低減を図るため、県内
タマネギ産地におけるべと病の発生実態調査を行い、圃場の発病リスクの評価とその対策
技術（HeSoDiMマニュアル）の開発と実証を行いました。
　HeSoDiMマニュアルにより発病レベルを判定し、これに応じた防除対策を講じることによ
り、発病リスクに応じた対策が可能であることが示されました。また、リスク評価のAI学習により
土壌病害診断アプリ「HeSo+(ヘソプス)」を開発しました。本アプリは、診断項目のチェックによ
り圃場の発病レベルが出力され、その予測結果は、実際の発病圃場の有無と概ね一致しまし
た。診断アプリは地上図に圃場ごとの発病リスクを色分け表示できることから、作付計画や圃
場の工程管理にも活用することができます。

課 題 名

発表者

課 題 名

発表者

課 題 名

発表者
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圧縮木材を活用した耐震面格子壁をジブリパークに施工トピックス

木材研究所木質製品課　課長　藤澤　泰士

農林水産総合技術センターが
「越中とやま食の王国 秋フェスタ2022」に出展しましたトピックス

農林水産総合技術センター　企画管理部企画情報課
農林水産総合技術センターが、令和４年10月29～30日に富山産業

展示館テクノホール（富山市）で開催された「越中とやま食の王国 秋
フェスタ2022」に出展しました。このイベントは、富山の食の魅力を県内
外に発信することとして毎年行われており、多くの来場者で賑わいま
す。当センターは例年出展者として参加し、各研究所が本県の農林水
産業や食品産業の振興のために取り組んでいる試験研究を来場者
に紹介しています。
　今回は、ドローンを用いた試験研究について、空撮用ドローン、水中
ドローン及び自動草刈り機の３種のドローンを展示し、紹介しました。ま
た、本県のチューリップが2022年に「オランダ・アルメーレ国際園芸博
覧会」のコンテストにおいて、賞を受賞したことについて、トロフィーや
受賞品種の育成過程の展示を行いました。お立ち寄りいただいた方
からは、ドローンの性能へのご質問や、県が育成したチューリップを育
ててみたい等のご感想をいただきました。今後もこれらの機会を通じ、
当センターの取組みについて情報発信をしてまいります。

　面格子壁は、伝統建物の改修に多く用いられる耐震工法の一つです。しかし、経年変化により木材が収縮
し、格子の仕口に隙間が生じるため、耐震性に必要な「初期剛性」が低くなる問題がありました。この問題を解
決するため、木材研究所では、格子壁の仕口に形状回復力がある「圧縮木材」を挿入し、初期の耐力を向上
させた耐震面格子壁を開発しました（特願2015-181020）。
　この度、この耐震面格子壁を用いて、愛知県愛・地球博記念公園ジブリパーク内の稲楼門（施工期間令和
4年8月～10月、鹿島建設、写真1および2）の耐震化工事を行いました。稲楼門は、名古屋市内の都市景観重
要建築物に指定されていた料亭の門で、ジブ
リパークの整備にあわせて公園内に移築・復
原されたものです。移築の際には外観意匠を
損なわない耐震化工事が求められていました。
　耐震面格子壁は、稲楼門の袖塀部分に用
いました。本工事の終了後、デザイン担当者や
施工者にヒアリングをしたところ、外観意匠を損
なわず、耐震壁として満足する性能（壁倍率3
以上）があること、また、施工性も良好とのこと
で、非常に好評でした。

会場の様子

農林水産総合技術センターの展示

写真1　稲楼門
（中央に、千と千尋の神隠しの石像（蛙人））

写真2　耐震面格子




